
世界禁煙デー2012  記念フォーラム
｢たばこ産業の干渉を阻止しよう｣

2012年5月31日（木） 15:00～17:00
於： ＷＨＯ神戸センター

（神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1 I.H.D.センタービル9階）

たばこ規制を弱体化させる

たばこ産業の戦略を見極め立ち向かおう
Tobacco industry tactics to undermine tobacco control must be exposed and resisted.
たばこ規制を弱体化させるたばこ産業の戦略を見極め立ち向かおう。

World No Tobacco Day, 31 May 2012

主催:  WHO神戸センター・WHO神戸センター協力委員会

プログラム （言語：日本語 ）

15:00–15:10 開会の辞

15:10–15:30    日本のたばこ対策

15:30–15:50    JT のマナー広告とたばこ政策

15:50–16:10   神奈川県の受動喫煙禁止条例

16:10–16:50 討議（オープン・ディスカッション）

16:50–17:00 閉会の辞

5月31日は世界禁煙デーです。

毎年、世界保健機関 (WHO) とその加盟国は、この日を記念する行事等を

通じて、たばこがもたらす健康リスクを強調するとともに、たばこの消
費削減に向けた効果的な政策への提言を行っています。

世界禁煙デーは、また、締約国への履行義務を定める国際協定「たばこ
の規制に関する世界保健機関枠組条約」(WHO FCTC) の順守を推し進める
契機にもなります。

今年、2012年のテーマは「たばこ産業の干渉を阻止しよう」です。
世界禁煙デー2012を記念して、世界保健機関健康開発総合研究センター
(WHO神戸センター) は、公開フォーラムを開催します。



世界禁煙デー2012  記念フォーラム 参加申込書
｢たばこ産業の干渉を阻止しよう｣

2012年5月31日（木） 15:00～17:00

※お申し込み後、参加証等は発行いたしませんので、当日は直接会場までお越しください。

日程の変更、定員超過等でご参加いただけない場合に限り事務局よりご連絡させていただきます。

※複数での参加ご希望の場合は、必要項目をリストにしてお申し込みいただいても結構です。

※本申込書による個人情報は、当フォーラムに関する連絡のほか、WHO神戸センター及びWHO神戸センター

協力委員会からのご案内等の目的で使用させていただく場合があります。

《 参加申し込み方法 》 会場（WHO神戸センター） 周辺図

下記事項をご記入の上、電子メール、ファクス
または郵送でお申し込みください。
（先着 80名：参加費無料 言語：日本語）

【申込先】

ＷＨＯ神戸センター
世界禁煙デー2012記念フォーラム事務局

〒651-0073
神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1
I.H.D.センタービル9階

Tel:  078-230-3100    Fax:  078-230-3178
Email:  wntd2012@wkc.who.int

申込締切： 2012年5月25日(金) 必着

プレゼンテーション

｢日本のたばこ対策｣ 望月友美子 （国立がん研究センター がん対策情報センター たばこ政策研究部 部長）
日本は、2004年に締約国への履行義務を定める国際協定「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」(WHO FCTC) を批准しました。
それから8年がたちましたが、条約の施行を成し遂げるために政府に期待されている行動と現状との間には未だ大きなギャップがあります。

このギャップの背景には、たばこ産業による政策への干渉とそれに対する政府の無防備、さらに市民社会の無関心があります。日本政府
には、たばこ規制枠組条約にそって、たばこ及びたばこ産業が様々な形で及ぼす悪影響から命のためのたばこ政策を守る責任があります。

｢日本たばこ産業のマナー広告とたばこ政策｣ 柏原美那 （WHO神戸センター コンサルタント）

日本たばこ産業は、メディアを通して喫煙の「マナー」を推進するキャンペーンを行ってきました。この喫煙マナーという考え方は、世間を公
共の場所での喫煙に対してより寛容にし、健康被害からの保護という喫煙規制の本来の目的から逸脱させました。このような、喫煙と受動
喫煙のもたらす被害を無視したキャンペーンは海外でも行われており、たばこ規制枠組み条約の施行を妨げています。

｢神奈川県の受動喫煙防止条例｣ 関口正俊 （元神奈川県議会議員）

神奈川県は、日本で初めて受動喫煙防止を目的とした条例を施行しました。禁煙環境を義務づける地方自治体での初の取り組みは、国の
政策を超えて、広く注目を集め、他の自治体での政策にも影響を与えました。 しかしながら、たばこ産業の影響により政策立案の過程は
容易ではありませんでした。

討議（オープン・ディスカッション）

モデレーターの進行による公開討議を行います。トピックは、今年の世界禁煙デーのテーマである「たばこ産業の干渉を阻止しよう」とし、
参加者からの質問や意見も募ります。

モデレーター： 足立光平 （兵庫県医師会 副会長）

*     *     *     *     *

JR｢灘｣駅より徒歩10分
阪神電車｢岩屋｣駅より徒歩8分

ご氏名 （ふりがな） （ ） TEL 

所属団体・役職名 FAX

ご住所 E-mail
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